
世界初の
クレイ型電池として新聞・
ニュースサイトに掲載！

　クレイ型リチウムイオン蓄電池＝電極材
料が、電解液を練り込んだ粘土（クレイ）
状の半固体リチウムイオン二次電池。電解
液を満たした従来の液系電池と比べ安全性
が高く、衝撃で変形しても発火しにくい。
米ベンチャーの24Mテクノロジーズとの
共同開発で、京セラが世界で初めて商品化
した。まずは固定価格買取制度（FIT）の
適用を終えた太陽電池と組み合わせた家庭
用蓄電システムとして販売を始めている。

『Enerezza』が
注目されています！

いま、京セラ・蓄電池

◀日刊工業新聞 2022年１月 28日

クレイ型とは…

経済産業省の
産業構造審議会
ホームページにも掲載！

第2回 産業構造審議会 産業技術環境分科会 　グリーントランス
フォーメーション推進小委員会／総合資源エネルギー調査会 
基本政策分科会 2050年カーボンニュートラルを見据えた
次世代エネルギー需給構造検討小委員会 合同会合


